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17-1 青少年のための科学の祭典 2024 長野大会 

プラズマのふしぎな世界
せ か い

 

 信州大学繊維学部 山辺 典昭 

 

１．プラズマってなに？ 

わたしたちのまわりのものはすべ

て原子や分子という小さなつぶから

できています。たとえば空気はちっ

素や酸素の原子が２個組み合わさっ

たちっ素分子や酸素分子などからで

きています。空気中の分子はほとん

ど電気をおびていませんが、ここか

らさらに分子が電子とイオンという電気をもったつぶにわかれて、それぞれが

とびまわっている状態のことを「プラズマ」といいます。蛍光灯や自然の中で

は雷やオーロラでプラズマができていて、そこから光がでてきます。オーロラ

は太陽からやってきたイオンや電子が地球の磁力のはたらきで光る現象で、日

本ではなかなか見られませんが、北極や南極にちかいところでは夜空にとても

きれいに光ってみえます。このブースでは光るプラズマボールを展示していま

すので、じっくりと観察してみてください。 

 

 

 

 

  

電子 マイナスの電気をもっている 

イオン プラスの電気をもっている 
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２．プラズマボールのしくみ 

 プラズマボールはガラスの球の中にネオンやアルゴンという気体の原子をい

れてあり、電極のある球の真ん中から外側のガラスの間に高電圧をかけるとプ

ラズマができます。このプラズマが電気のとおり道になって光ります。たくさ

んの光る線がゆらゆらと動きまわる様子が見られます。ガラスの球に手を近づ

けるとその部分が光るようになりますが、これは人の体に電気がすいよせられ

るからです。 

 

 

高電圧電源（高周波） 

ガラスの球（電気は流れないので、さわってもだいじょうぶ） 

ネオンなどの気体 
電極（ここに電圧がかかる） 

電子とイオンにわかれる 

→プラズマ状態になり電気が流れる 


